冠動脈疾患患者におけるArterial stiffnessと運動耐容能及び運動負荷時換気亢進の関係について by Enko, Kenki
氏 名
授 与 し た 学 位
専 攻 分野 の名 称
学 位 授 与 番 号
学 位 授与 の 日付
学 位 授 与 の要 件
学 位 論 文 題 目












論 文 審 査 委 貞 教授 佐野 俊二 教授 成瀬 恵治 准教授 岡田 裕之
















論 文 審 査 結 果 の 要 旨
運動耐容能の低下は心機能低下例や狭心症などの冠動脈疾患例においてしばしば認
められ､予後予測の指標として臨床的に重要である｡
本研究 は Arterial stifnessと運動耐容能 との関連性について pulsewave
velocity(PW )を用いて検討したものである｡PWVを用いたArterialstiffnessの測定
によって患者の運動耐容能や運動時の換気克進状態を予測することが可能であり､虚
血開催の低下が関連している可能性を示した価値ある業績である｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
